
みんなでつくる！

ながくて未来図
∼理想の未来を実現する手段を考える 第４・５回テーマ別検討会議を開催しました ∼

長久手市では、現在、今後のまちづくりの指針となる「総合計画（愛称：ながくて未来図）」の策

定を進めています。まず、平成 29 年 5 月から 9月にかけて行ったワークショップ等でいただいた

多くの意見を、「みんなの想い集」としてまとめました。

そして、10 月からは、「テーマ別検討会議」と題して、「みんなの想い集」で導いた 6つのカテ

ゴリー（人づくり・子ども・自然環境・生活・交流・都市整備）ごとに検討を進めています。

第 1～３回のテーマ別検討会議では、カテゴリーごとに 10 年後の長久手市の理想の姿を描いた

「基本構想」を、「ながくて未来の物語」として物語調にまとめました。

そして、今回、第４～５回テーマ別検討会議では、「ながくて未来の物語」の実現のために必要な

手段を検討し、取組の方向性を整理していきました。

テーマ別検討会議の流れ

第１回テーマ別検討会議（Ｈ29.10.21）

第２回テーマ別検討会議（Ｈ29.11.３）

第３回テーマ別検討会議（Ｈ29.11.26）
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長久手市経営企画課

10 年後の長久手市の理想の姿を
「ながくて未来の物語」

として物語調にまとめる作成 

第４回テーマ別検討会議（Ｈ30.１.13）

「ながくて未来の物語」を実現するた
めに、必要な手段を考え、アクションカ
ードを作成

事務局にて、アクションカード等をもと
に、取組の方向性（政策・施策）を体系
的に整理

第５回テーマ別検討会議（Ｈ30.１.28）

取組の方向性（政策・施策）の体系の修
正点や足りない視点について議論。

今回はここ 

 H29.9 ワークショップ等の意見を
「みんなの想い集」としてまとめる



 

Q ●●●●するには  

A 実現するための取り組み 

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲   

取り組み名 

取り組みの概要（できる限り簡潔に！） 

2018 年１月 13 日（土） 午前９時半 12 時

場所 市役所西庁舎３階研修室 参加５４名

４第 テ回 ― マ 別 検 討

第４回テーマ別検討会議は、2018 年、最初のワークショップです。年明け早々ということもあり、

アイスブレイクで「今年の抱負」を漢字一字で発表し合う等、気持ち新たにながくて未来図づくり

がスタートしました！

ワークショップでは、第１回から第３回のテーマ別検討会議で作成した「ながくて未来の物語」

を 10 年後の理想の姿とし、そこに近づけていくための具体的な手段をアクションカードにまとめて

いきました！

会 議

ワークに入る前
に今までの取組
のおさらいと、
「ながくて未来
の物語」の共有を
行いました！

ガイダンス

自分の興味のあ
るカテゴリを決
めてもらい、１グ
ループ６人程度
のチームに分か
れました！

グループ分け

2018 年、初めて
のワークショッ
プということで、
「今年の抱負」を
漢字一字で発表
しました！

アイスブレイク

「ながくて未来
の物語」をセンテ
ンスごとに“問
い」に置き換え、
その答えを考え
ました！

個人ワーク

個人ワークで考
えた問いに対す
る“答え”をチー
ムで共有し、話し
合いながらアク
ションカードを
作成しました！

グループワーク

アクションカードの作成の視点と方法

「ながくて未来の物語」実現のための手段を、

「目指す未来」からの逆算で考える！

＝バックキャスティング

目指す
未来

現状・課題

未来が起点 

「ながくて未来の物語」を実現していく手段を考えるアプロ―チとして、「バックキャスティング」

という視点を取り入れました。バックキャスティングは実現のための手段を、「目指す未来」を起点

として、考えることです。そのため、目指す未来である「ながくて未来の物語」を文章ごとに区切

り、“問い”に置き換え、その問いに対する“答え”をアクションカードにまとめていきました。

ながくて
未来の物語

ながくて未来の物語を文章に区切り、“問い”

に置き換える

例えば・・・（例 人づくり）

小さいときから自分が住む「まち」に触れる機

会は多かった。学校でも「まち」について学ぶこ

とがあったし、「地域コミュニティ」という言葉は

当時知らなかったけど、「自分たちの住むまちを、

自分たちで良くしていこう」という意識を、なん

となく周りの大人達から感じていた。
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①小さいときから自分が住む「まち」に触れ
る機会を持つためには 

②まちに愛着を持ち、「自分たちの住むまち
を、自分たちで良くしていこう」という意
識を育むためには 
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“問い”に置き換え

“問い”の答えとな

る具体的な手段

（取組名・概要）

をアクションカー

ドに記入

アクションカード

人づくり 子ども

＜取組名＞
地域コミュニティ
Dｅ家族遊び

＜概要＞
家族で公共施設
に遊びに

行けるようなイ
ベントを行う

交 流 都市整備

生 活自然環境

＼＼各カテゴリで、アクションカードを作成しました／／

＜取組名＞
おじいちゃんおば
あちゃんの知恵袋

＜概要＞
高齢者の方々主
催の子ども向け
体験型ワーク
ショップ

＜取組名＞
ママwork
ステーション
＜概要＞
保育機能のある
オフィスや在宅で
できる仕事を
充実させる

＜取組名＞

ながくて横断！

子育てカレンダー

＜概要＞
団体やサービス
を一元化した
子育てカレンダ
ーをつくる

＜取組名＞
香流川清掃
キャンペーン

＜概要＞
香流川の

草刈、ゴミ拾いを
地域の学生と
取り組む

＜取組名＞
まち全体がお庭！

大作戦

＜概要＞
街路樹や公園の花
壇等を自分の家の
庭のように愛着を
持ってお世話する

＜取組名＞
ジビエ料理で
パーティー！

＜概要＞
料理として食べ
るだけではなく、
皆で卓上を囲む
ことで楽しく！

＜取組名＞
地域活動PR

＜概要＞
子ども会や町内会
の取り組みを
商業施設や
SNSなどでPR

＜取組名＞
まちづくりシニア
バンクの創設

＜概要＞
高齢者の様々な分
野の専門家を人材
バンクに登録し、
まちづくりに活用

＜取組名＞
長久手の歴史の
体系図づくり

＜概要＞
年代や人物、
事件ごとに
詳しい資料を

案内する体系図を
つくる

＜取組名＞
子どもに
よる訪問

＜概要＞
ひとり暮らしや
高齢者の家を

子どもが訪問して
お話会

＜取組名＞
電子ブックの
仮想図書館

＜概要＞
電子ブックの仮想
図書館をつくり、
感想等をタイムラ
インに投稿し、
交流する

＜取組名＞
児童の長所を
のばす

＜概要＞
児童の特性、
長所を活かし、
伸ばしてあげる
教育を推進する

＜取組名＞
産まれる前から

こんにちはまで！

＜概要＞
先輩パパママからの
子育て本（OB・OG大
辞典）をつくり、
出産祝いに贈る

＜取組名＞
災害情報共有
アプリ

＜概要＞
個人が災害情報を
地図上に写真で投
稿して共有する

＜取組名＞
N-ECO(ネコ)バス

＜概要＞
自動運転・電気自動
車のECOなバスを
走らせる。長久手の
Nと ECOで

N-ECO(ネコ）バス
（＝ネコバス）

＜取組名＞
N-バスの

マイレージ制度

＜概要＞
N-バスに乗った
回数に応じて、ポ
イントを与えN-
バスに乗る意欲
を持ってもらう

＜取組名＞
電動自転車の
購入補助

＜概要＞
車の代替手段と
して、電動自転車
の購入に補助を

出す

※紙面の都合上、一部の取組のみ紹介しています。いただいた提案は、4月以降の「市民まちづくりプラン」策定の中でさらに検討する予定です。



2018 年１月 28 日（日） 午前９時半 12 時

場所 市役所西庁舎３階研修室 参加４５名

５第 テ回 ― マ 別 検 討 会 議

第４回テーマ別検討会議終了後、作成されたアクションカードや行政において今後必要と考えら

れる取組を分類し、取組の方向性（政策・施策）のたたき台をまとめました。

第５回テーマ別検討会議では、そのたたき台を若手職員プロジェクトチームメンバーがカテゴリ

ごとに市民メンバーに説明し共有した上で、体系化された取組の方向性（政策・施策）を「分類方

法や表現は適切か？」という視点で、議論していきました。この体系が計画の骨組みとなり、来年

度以降さらに具体的な取組を検討していくことになります。そのため、この体系をよりよいものに

しようと、各チームで熱心な議論が交わされ、多くの修正意見が出ました。

ワークに入る前
に今までの取組
のおさらいと、事
務局で検討した
体系案を共有し
ました！

ガイダンス

自分の興味のあ
るカテゴリを決
めてもらい、１グ
ループ６人程度
のチームに分か
れました！

グループ分け

「人生でもっと
も大切にしてい
ること」を漢字一
字で発表しまし
た！

アイスブレイク

たたき台が記載
された作業シー
トを基に、まずは
個人でじっくり
読み、修正意見を
整理しました！

個人ワーク

個人で考えた修
正意見をチーム
で共有し、話し合
いながらたたき
台への修正意見
をまとめました。

グループワーク

＼＼取組の方向性（政策・施策）のたたき台を検討しました／／
基本目標１ 「やってみたい」でつながるまち
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政策１ 地域共生を進める“人づくり“

施策(1) 地域の担い手の育成
施策(2) 地域における活動拠点の整備と活用
施策(3) 地域活動へ参加しやすい環境の整備

政策２ やってみたいを応援する“人づくり“

施策(1) 若者の想いを支える仕組みづくり
施策(2) 女性活躍の推進
施策(3) 高齢者の役割と居場所の拡充
施策(4) やってみたい”を生み出し支える環境の整備

たたき台への主な修正意見

●地域共生は「進める」より「支える」が適切【政
策１】

●担い手の育成だけでなく発掘も必要【施策(1)】

●施策に“人づくり”の項目が少ないので政策
から“人づくり”の文言はいらない【政策２】

●男性活躍の観点も必要【施策(2)】
●チャレンジできる仕組みが必要【施策(4)】

基本目標２ 子どもが感性豊かに生きられるまち
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政策１ 妊娠から出産までのサポート体制の充実

施策(1) 安心して出産できる環境の整備
施策(2) 産後ケアの充実

政策２ 子育ての不安や負担をみんなで軽減

施策(1) 安心して子どもを育てられる場の整備
施策(2) 子育て情報の整理と提供
施策(3) 困ったときに頼れるネットワークづくりの推進

たたき台への主な修正意見

●「妊娠から出産」と「育児」で区切るのでは
なく、切れ目のないトータルサポートが必要
【政策1・2】

●子育ては、不安で負担なのか。もっとポジテ
ィブな文言にした方が良い【政策２】

●子育てを通じて、大人も地域も育ち合うとい
う観点が大切【政策２】

政策３ 子どもの感性が育まれる環境の整備

施策(1) 子どもの主体性が育つ教育の推進
施策(2) 子どもが学びやすい環境の整備
施策(3) 自然と共生する心を育む機会の創出
施策(4) 多様な個性を尊重する体制の構築

●教育は「推進」より「機会の創出」が適切【施
策(1)】

●「学びやすい」より「学びたいと思える」が適切【施策(2)】
●「心を育む」より「心が育まれる」が適切【施
策(3)】

●「感性豊かに生きる」ことより、何よりもま
ず、元気にすくすくと育つことの方が大事【基
本目標２】

基本目標３ 「みんなでみらいへつなぐみどりはまちの宝物
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政策１ みどりの保全と活用・創出
施策(1) 自然との触れ合いを通じた地域づくりの推進
施策(2) 豊かな自然環境の保全
施策(3) まちの緑化の推進
施策(4) 水辺でみどりと触れ合える場の創出

政策２ 農あるくらしの推進
施策(1) 農が持つ多様な役割の活用
施策(2) 農業振興と農業の６次産業化の推進

たたき台への主な修正意見

●万博の理念である「自然との共生」という表
現を入れた方が良い【政策１】
●まずは自然に愛着を持つことが必要【施策(1)】

●政策2の文言と施策(1)の文言の違いが分かり
にくいため、施策(1)を「農にふれる機会を増
やす」という観点に変えてみては【施策(1)】
●６次産業化という言葉が分かりにくい【施策(2)】
●農業後継者、担い手の観点が見えにくい【施策の追加】

政策３ 地球にやさしい持続可能な社会をつくる
施策(1) くらしの低炭素化の推進
施策(2) ごみの減量と資源化の推進
施策(3) 再生可能エネルギーの普及促進

●施策(1)と施策(3)は内容が重複する部分があ
るため、一つにまとめてみては【施策(1)(3)】

基本目標４ みんながつながり、誰もがいきいきと安心して暮らせるまち
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政策１ 地域の課題をみんなで解決する
施策(1) 助け合い・支え合いの地域づくりの推進
施策(2) 市民相談の充実

政策２ 元気にいきいきと暮らせる地域づくり
施策(1) 生きがいを持った暮らしの推進
施策(2) 介護予防の推進
施策(3) 運動を通じた健康づくり

たたき台への主な修正意見

●「市民相談の充実」より、相談する仕組みがあることを
周知し活用してもらうことがまずは必要では【施策(2)】

●「暮らせる」より「暮らすことができる」が適切【政策
１】

●「生きがいを持った」より「生きがいのある」が適切【施策(1)】
●「運動を通じた」より「運動による」が適切【施
策(3)】政策３ 住み慣れた場所で暮らせる地域づくり

施策(1) 暮らしを支える生活基盤の支援
施策(2) 助けが必要な人への支援
施策(3) 適切な介護予防サービスの提供

●「暮らせる」を「暮らすことができる」に修正【政策3】
●「支援」を「充実」に修正【施策(1)】
●施策 と施策 は一つにまとめてみては【施策
(1)(2)】

●施策に「高齢者福祉の見える化とネットワー
クの推進」を追加してはどうか【施策の追加】

政策 4 誰もが安心して暮らせる地域づくり

施策(1) 交通安全の推進
施策(2) 地域防犯力の向上
施策(3) 地域防災力の向上

基本目標５ いつでもどこでもだれとでも広がる幸せの和

ઐ



政策１ 市内外の交流を促し、広げる

施策(1) 長久手独自の観光交流スタイルの確立
施策(2) 魅力が広がる情報発信の強化

政策２ 文化・芸術をまちづくりに活かす

施策(1) 歴史の次世代への継承
施策(2) 文化・芸術のまちづくりへの活用
施策(3) 多文化共生の推進

たたき台への主な修正意見

●市外への情報発信も必要だが、市民に向けた
生活に役立つ情報発信も必要【施策(2)】

●市外の人向けより、市民同士での交流を促す
という観点が必要【政策２】

●施策に「スポーツによるまちづくりと交流」を追加【施

基本目標６ あえて、歩いてみたくなるまち
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政策１ 移動しやすい環境の整備

施策(1) 公共交通の利用促進
施策(2) 安心して歩ける道路の整備

政策２ くらして心地よい住環境の整備

施策(1) 快適な住環境の形成
施策(2) 歩いて楽しい景観の形成

たたき台への主な修正意見

●「利用促進」より「利便性の向上」が適切【施策(1)】

●「住環境」より「生活環境」が適切【政策2】

●「都市整備」のカテゴリーは政策と施策は少ないが、都
市基盤の整備はまちづくりに必要なためカテゴリーに
「都市整備」は残した方が良い



第２回テーマ別検討会議
作戦会議を開催しました 

（Ｈ29.11.17）

内容 ながくて未来図づくりの１年間の取組の振り返りを兼ねた大交流会＆来年度に向けてキックオフ 

日時 2018 年３月 31 日（土） 14 00 17 00

場所 長久手市福祉の家２階集会室
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ながくて未来図づくり１年間の取組を振り返ります 

※初めての方でも気軽に参加していただけます！ぜひご参加ください！

ンア ―ケ ト よ り

後最

第１回から第３回のテーマ別検討会議では、10年後の長久手市の理想の姿を「ながくて未来の

物語」としてまとめ、第４回と第５回では、その「ながくて未来の物語」を実現するために必要な

手段を考え、取組の方向性（政策・施策）を検討してきました。

今後は、この全５回のテーマ別検討会議で話し合ってきた内容を踏まえ、市民が主体となって取

り組んでいく内容をまとめた「市民まちづくりプラン」と行政の取組をまとめた「基本計画」を策

定していきます。

「ながくて未来図」をみんなで作成することはもちろんですが、みんなで作成した「ながくて未

来図」をどのように実現していくかが、今後、重要となってきます。そのため、引き続き、より多

くの方に計画づくりに参加していただきながら、平成 30年 4 月からは、市民でできることを考え

る「市民まちづくりプラン」の策定に入っていきますので、ご協力をお願いします！

今後は、「市民まちづくりプラン」をまとめていきます！

に …

■今日特に「気づいたこと」や「発見したこと」は 
・多様な人との話し合いは色々な意見が出るなぁと実感しました。

・私たち市民のひとつの力が集まると大きなことができる！

・学生さんが熱心に発信していることが印象に残った。

・全体の意見、各世代の意見を反映させるのは難しい。

・初めて参加する人も自由に気軽に発言できる雰囲気がとても良いです。

■自由意見

・“問い”から始めるのがとても良かった。

・皆で悩みながら、答えが出る・出ないに関わらず、頭をつき合わせることがとても楽しいです。

・今日は難しいワークでした。自分が参加したいテーマが他にあるが、そちらに入れないのが残念で

す。

・「言葉が難しくて、ついていくのが大変」という声もあり、今後の課題だと思います。

・具体的なアクションを考えることをもっとやりたい！


